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 第二章では， 1 を触媒として用いたメトキシベンゼン類の p-ベンゾキノン類への
酸化反応を達成し，詳細な反応機構を明らかにした。本系では 0.01−0.05 mol%とい
う極少量の 1 存在下，過酸化水素を用いたメトキシベンゼン類の酸化反応が進行し，









 第三章では，1 の誘導体である Boc-L-[ tBuRu]Nva-OMe 2 のオリゴペプチドの高効
率な液相合成を達成した。嵩高いアミノ酸の縮合に有効であることが知られている
2-クロロ -4,6-ジメトキシ -1,3,5-トリアジンと種々の塩基を縮合剤とし，2 を用いてジ
ペプチドからヘキサペプチドまでを逐次的に合成した。ペプチド合成において一般
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的な手法である固相合成法と異なり，過剰量のアミノ酸を用いることなく，サブグ




 第四章では，リグニンの主要構造である β-O-4 構造を有する二量体モデル化合物




















 結論では本論文で得られた成果について要約している。  
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